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大雨が降ったら、止めやすい場所に一時停止
非常に激しい大雨では、ワイパーを最速にしても対向車や通行人が見えにくい状況に
なります。とにかく車を止め、大雨がおさまるのを待つことが最善策です。

ゆっくりと走行
車を止められないときは、ライトを点灯して徐々に
減速し、できるだけ車間をあけて走行しましょう。
高速走行では、路面とタイヤの間に水の膜ができる
ハイドロプレーニング現象が発生し、ハンドルやブ
レーキが効かなくなることもあります。

高架下やアンダーパス、
　川沿いを避ける
大雨によって道路が冠水するおそれがあります。
高架下やアンダーパスなどの低くなっている場所
は冠水しやく、川沿いの道路も急な増水が予想さ
れるので、通行を避けましょう。

トンネル出口付近では突風に注意する
大雨時には、強風や竜巻を伴うことがあるので、ト
ンネルの出口付近では減速し、風でハンドルをとら
れないように注意しましょう。

風水害（台風・集中豪雨）

ガード下冠水注意

運転中では？

防災対策の再徹底を!！
土砂災害（土石流・がけ崩れ・地すべり）

傾斜が急な山の多いところでは、台風や大雨または地震などにより、上記のような土砂災
害が発生しやすくなります。山や水辺へ出かける際は、事前に台風やゲリラ豪雨などの気
象の変化に十分な注意を払いましょう。

地すべり土石流 がけ崩れ
比較的穏やかな斜面が地下
水などの影響によって、斜
面下方へ移動する現象。一
度に広範囲が動くため、大
きな被害を及ぼす。

急な斜面が雨水の浸透など
によって、崩れ落ちる現象。
突然発生し、かつ崩れるス
ピードが速い。

山腹や川底の石、土砂が長
雨や集中豪雨などの影響に
よって、一気に下流へと押し
流される。

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

土砂災害が発生した場合、住
民の生命または身体に危害が
生じるおそれがある区域

建築物に破損が生じ、住民の生命または身体に著し
い危害が生じるおそれがある区域

警戒区域を確認
ハザードマップで警戒区域
を確認しましょう。
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